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吉井守正

ら,こんだ手間のかかる仕事は,最初からやる気にもた

らなかったであろう.

私財を投じて収集した大量の標本を,1959年に地質調

査所に譲渡した岡本博士は,その翌年には逝去した｡そ

れから約30年経ち,今日のようなオフィスオｰトメｰシ

ョン(0A)時代になって,やっと博士の遺志に応えられ

たような気もする.とにかく,岡本標本に関する記載鉱

物学的研究の基礎資料が,一応出来上がったわげで,こ

れら鉱物標本の研究は,むしろこれからである.
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現在の世界の金生産の大半はまだ南ア連邦,カナダ東

部,オｰストラリア西部だとの先カンブリア時代の鉱床

からもたらされてはいるものの,現在探査活動が最も活

発に行われ,かつ,それに応じて,LadO1am(PNG),

Go1dStrike(アメリカ)だとの金量500トンを超える巨

大鉱床をはじめとする大観模鉱床の発見があいついでい

るのは我が国を含む環太平洋地域である.

ここに紹介する論文集は,昨年度以来我が地質調査所

の研究員として活躍しているHedenquist博士が中心と

たって編集Lた環太平洋地域の浅熱水性金鉱床に関す

る,最近の調査結果･研究成果の集大成である.掲載さ

れた論文数はI,■巻併せて26篇で,これらは,①鉱床

各論(インドネシアのKe1ianとMt1Muro,PNGのPor-

geraとUmma,フィリピンのAcupan,Na1esbitanなど,

日奉の菱刈,チリのE1Indio,フィジｰのEmperorなど8ヶ

国の11鉱床について14篇),②地域各論(北セレベス,カムチ

ャッカ,アメリカ西部,チリなど7地域8篇),⑧トピック毎

の論説(岩石地球化学,物理探査,成因論総など4篇)の3

つのグルｰプに分かれている.

このように地域的にも手法的にも多岐にわたる内容で

あるが,編集方針はきわめて明解で,鉱床形成の規制要

因をより良く理解するために地質的,地球化学的,地球

物理的特徴を明らかにし,それにより今後の探査に役立

たせることである,と編者の序言に述べられている.特

に,実際の探査に現実的に役立たせようという配慮はす

べての論文に明らかに認められる.例えば,鉱床各説の

論文には鉱山側の未公表デｰタが数多く含まれ,かつそ

の多くには鉱床発見に至る経緯や類似鉱床の探査の為の

提言が記されている.

一方,巻頭言でR.W.Hen1ey博士が,鉱化作用の真の

理解の為には,その地域での造構運動の進化のどの段階

で,どのようた性格のマグマ活動によりもたらされたの

か,などの総体的な地質的枠組みの中で鉱化作用を考え

ることの重要性を述べているが,この考えが編集方針と

しても貫かれていることは,各論文に共通して見られる

地質的記載の豊富さと,対象とたった鉱床タイプの多様

さ(超高品位が特徴の菱刈,酸性一硫酸塩型のE1Indio,アル

カリ岩に伴うEmperorなども含む)とが示している.その

結果,1論文当り平均35ぺ一ジと,この種の論文集とし

ては異例の長さになっているが,総体的にはまだ明確た

探査モデルが確立されていたい現段階では,出来るだけ

詳細,かつ,具体的たデｰタを読者に提供するのだとい

う編者および執筆者の誠実た姿勢の表われといえよう.

こうして,本書は実際の探査に当たる人達への有用たガ

イドブックであると同時に,鉱床成因論に興味を持つ研

究者への優れた教科書でもあるという,一見矛盾しなが

ら実際には共通点の多かるべき2つの側面を見事に兼ね

備えたものとなっているのである.

(地質調査所鉱物資源部富樫幸雄)
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rいま地球の財産を診る｣番場艦大著

教育出版センタｰ,286ぺ一ジ,1,900円(税込み)

本書は,長年鉱物資源の調査研究に携わってきた著者

が,その専門家としての視点から,世界的に進行中の資

源濫費の傾向に対し,世に問うたr資源論｣である､

第1章で地球について述べているが,地球上の諸現象

から現在の認識に至る過程を簡潔に整理Lた地学史概論

とたっている.第2章では鉱物資源の生成を扱い,鉱床

学の発達史,研究手段から近年の研究成果にも触れてい

る.第3章は鉱物資源の偏在とその探査活動を扱ってい

るが,ここでは著者の専門であったクロｰム鉱床探査に

力点があり,トルコ共和国での経験にも触れられてい

る･この第2及び3章は,著者の豊富な実践的調査研究

に根ざした含蓄のある記述にたっており,読み物として

も面白い.第4章は地球規模での鉱物資源の危機的状況

について問題点を指摘し,終章でこれを緩め,人類の存

亡に係わる問題としての対処の方向が著者の主張として

述べられている.

1990年11月号

本書は,平易な表現で書かれていて読みやすく二一般

むけ普及書としても良いが,大学生の一般教養向げ読本

として最適であろう.文中の専門用語については,欄外

に読みやすい形で解説が加えられ,引用された文献の主

だものについては,巻末に整理されており,より詳細た

学習に対して親切た配慮がだされている.

しかし.本書の特徴は地球科学の広い分野の問題のポｰ

イントを要領良く抽出し,これを学間の発達過程に位置

付けて解説していることで,これは,専門家にとっても,

自らをブラッシュアップするのに文とたい通書とたって

いることにある.更に,地球規模で資源問題を考える

時,今,何が必要とされているのかを訴える警世の善と

も在っている点は類書に見られない特徴であろう.

なお,本書の表紙を飾る色刷り写真のオブジェは,地

質調査所の100周年記念に作られたものであり,元所員

である著者の強い希望で使用されることになったとのこ

とである.また,講入しやすい価格の設定は,若い人達

に対する著者と出版杜の配慮でもあろうか.

(地質調査所北海道支所岡部賢二)�


